
第 113回学長定例記者会見  お知らせ事項 2   

 

令和元年 9 月 25 日 

 

 

『相乗型豪雨災害』住民・学者・行政が振り返る 

広島大学防災・減災研究センター１周年記念オープンディスカッション 
を開催します 

 

平成３０年 7 月の豪雨災害から１年以上が経過しました。 

私達はこれまで、『相乗型豪雨災害』と呼ぶ新たな形態の災害とそこからの

復興の過程で、多くの教訓や学術的な知見を学んできました。 

防災・減災研究センターが平成３０年９月２０日設置され、このたび１年を

迎えるにあたり、今後の災害に強いまちづくりにとって重要な３つのテーマに

ついて、住民・学者・行政がそれぞれの視点から共に考えます。 

 

日  時：9 月 30 日（月）13 時 30 分～17 時 

場  所：広島大学東広島キャンパス 中央図書館ライブラリーホール 

対象者：防災・減災研究センター研究者、自治体危機管理担当者、 

自主防災組織、一般市民 ほか 

※事前申込有（防災・減災研究センターのサイトから） 

 
プログラム： 

 開会挨拶 理事・副学長（社会産学連携担当） 河原 能久 

 討議 

テーマ１：都市計画と防災（50 分） 

 コーディネーター：防災・減災研究センター 調査研究部門長/ 

大学院国際協力研究科  教授    藤原 章正 

テーマ２：自助・共助のための防災教育（50 分） 

       コーディネーター：防災・減災研究センター センター長 土田 孝 

テーマ 3：早期避難と避難所の課題（50 分） 

       コーディネーター：防災・減災研究センター情報管理・情報発信部門長/ 

大学院総合科学研究科  教授    海堀 正博 

閉会挨拶 防災・減災研究センター センター長 土田 孝 

 

 

 
【お問い合わせ先】 

社会産学連携室社会産学連携グループ 三戸 

 TEL：082-424-5871 

 E-mail：sangaku-renkei@ffice.hiroshima-u.ac.jp 

 



広島大学防災・減災研究センター１周年記念オープンディスカッション 

２０１９ 年９ 月３０日 (月) １３時３０分～１７時 

東広島キャンパス中央図書館ライブラリーホール 

広島大学防災・減災研究センター 

参加をご希望の方はセンターのウェブサイトの申込フォームからお申込みください。 

【お問い合わせ先】広島大学防災・減災研究センター TEL:082-424-4312（平日9:00～16:00） 

日時 

会場 

主催 

広島大学防災・減災研究センター https://www.hiroshima-u.ac.jp/hrrc  

公益社団法人砂防学会中四国支部、公益社団法人土木学会中国支部、 

公益社団法人日本都市計画学会中国四国支部 、広島県医師会 後援 

『相乗型豪雨災害』 
住民・学者・行政が振り返る 

 
テーマ１ 

都市計画と防災 

 
テーマ２ 

自助・共助のための 
防災教育 

 
テーマ３ 

早期避難と 
避難所の課題 

コーディネーター 

藤原 章正 
（国際協力研究科 

教授） 

コーディネーター 

土田 孝 
（防災・減災研究 
センター長） 

コーディネーター 

海堀 正博 
（総合科学研究科 

教授） 



プログラム 

 
『相乗型豪雨災害』 

住民・学者・行政が振り返る 
 

開会挨拶 

   理事・副学長（社会産学連携担当） 河原 能久 

 討論 

  テーマ１：都市計画と防災（50分） 

   コーディネーター：藤原 章正  
               防災・減災研究センター調査研究部門長/国際協力研究科 教授 
   発  表  者：総合科学研究科  教授 海堀 正博 
            防災・減災研究センター長   土田 孝 
            工学研究科   教授 田中 貴宏 
   討論参加者：広島県土木局土砂法指定推進担当課長 古川 信博 
            東広島市八本松住民自治協議会防災委員会委員長 牧野 美三夫 

  テーマ２：自助・共助のための防災教育（50分） 

   コーディネーター：土田 孝 
              防災・減災研究センター長  
   発  表  者：工学研究科     准教授 内田 龍彦 
           文学研究科     准教授    後藤 秀昭 
           東広島市消防局副署長         山中 勝司 
   討論参加者：広島市危機管理室防災予防課長 河本 秀明 
           防災・減災研究センター  特任教授   福田 直三 

   テーマ3：早期避難と避難所の課題（50分） 

   コーディネーター：海堀 正博 
              防災・減災研究センター情報管理・情報発信部門長/総合科学研究科 教授     
   発  表  者：大学病院  副病院長 大毛 宏喜 
           大学院総合科学研究科   教授     坂田 桐子 
   討論参加者：呉市総務部危機管理課長        岡田 康宏 
           福山市山手学区町内会連合会長/福山市山手学区自主防災協議会長 杉原 均 

 閉会挨拶 

   防災・減災研究センター長 土田 孝 

広島大学防災・減災研究センター１周年記念オープンディスカッション 

私達は平成３０年7月の豪雨災害を踏まえ、同年9月20日、広島大学防災・減災研究センターを設置

いたしました。これまで、『相乗型豪雨災害』と呼ぶ新たな形態の災害とそこからの復興の過程で、
多くの教訓や学術的な知見を学んできました。 

防災・減災研究センターが設置１年を迎えるにあたり、今後の災害に強いまちづくりにとって重要な３
つのテーマについて、住民・学者・行政がそれぞれの視点から共に考えます。           

日時：9月30日（月）13時30分～17時 
場所：広島大学東広島キャンパス 
      中央図書館ライブラリーホール 
※お申し込みはセンターのサイトからお願いします。 
   https://www.hiroshima-u.ac.jp/hrrc  


